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研究報告

実習指導者と看護学生間における
ケアリングの構造

―第１報―

Structure of caring between clinical instructors and nursing students
― First Report ―

伊藤　円*1　岩月すみ江*2

Madoka Ito，Sumie Iwatsuki
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【目的】	 実習指導者と看護学生との相互関係の中で生じているケアリングの構造について実習指導者

の捉えから明らかにする。

【方法】	 実習指導研修を受けた指導経験１年以上の実習指導者を研究協力者として半構成的インタビ

ューを実施した。実習指導における学生との様々なやりとりで印象に残った事柄などの自由

な語りから逐語録を作成、修正版グラウンデッド・セオリー・アプローチ法に基づいて分析

した。

【結果】	 協力者は７名で年齢は20 ～ 40歳代、実習指導歴は１～８年だった。実習指導体制は専任も

しくは他業務との兼任となっており、年間に担当する学生グループは３～ 10グループだった。

分析の結果、10「概念」と５『カテゴリー』が生成された。

【考察】	 実習指導者は体験から学べるよう学習の場を整え、すぐに結果を求めずに今後の成長につな

がるように関わる中で、学生のケアが患者によい変化をもたらす様をとおして自らの看護実

践を内省していた。また、学生との相互関係の中で自らの価値観や看護実践として大切にし

てきたことを学生に肯定される経験を持ち、実習指導者としても一人の看護者としても自己

実現をもたらす経験をしていることが示唆された。

*1	 札幌保健医療大学保健医療学部看護学科　Department	of	Nursing,	School	of	Health	Sciences,
Sapporo	University	of	Health	Sciences

*2	 東京工科大学医療保健学部看護学科　Department	of	Nursing,	School	of	Health	Sciences,	Tokyo
University	of	Technology
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Ⅰ．はじめに

　看護においてケアリングは、看護行為を本

質的に捉える際に用いられる看護業務や看護

実践の中核を現すものとされ、看護の本質と

なる重要な概念と位置づけられている1）。看

護基礎教育で学ぶ学生は、ケアリングを看護

の中心的な概念のひとつとして理論的な概要

や考え方について講義で学び2）、知識として

学んだケアリングを礎に臨地実習の場で看護

を実践している。

　看護を学ぶプロセスにある学生の多くは青

年期にあり、アイデンティティ確立の最中に

いる。この時期に経験する看護学実習で学生

は様々なケアリングを経験していることが明

らかにされている。例えば、実習指導者や教

員から「学生自身の人格を尊重する」「学生の

行った看護実践を認め意味づけする」「学生

の記述した実習記録へ自信につながるような

記述をする」3）ことや、緊張を緩和して環境を

整えたり、観察し声をかける、信頼して待つ

こと4）をとおしてケアリングを経験している。

さらに、臨地実習の場でケアリングを体験す

ることで看護者として大きく成長する5）こと

も示唆されている。これらの報告から、教え

る立場にある実習指導者や教員は、実習指導

で関わる過程で学生に対してもケアする姿勢

で関わっており、学生はケアされる者として

の貴重な経験をしていることがわかる。看護

学実習において学生が理解され、受け入れら

れ、尊重されるといったケアされる者として

の経験はケアする者としての成長の基盤にな

ると考える。

　また、ケアすることとケアされることは根

本的な人間のニーズであり、人間は誰もが他

の人からケアされる必要がある6）とNoddings

は述べている。この指摘に基づけば、私たち

は人として生きていく中で自分以外の人から

のケアを必要としており、日常的にケアを受

けていることになり、同様に自分以外の人を

ケアしていることになる。またNoddingsは、

教える側がケアしようと試みても、生徒によ

って受け入れられなければケアは成立しない

とも述べている6）。つまり、人は生きていく

過程のあらゆる場面でケアする、ケアされる

という経験をしているが、ケアされる者の受

け入れがなければケアはそれとして認識され

ず成立しないことを意味している。

　上述したように看護の本質としてケアリン

グは重要な概念であるが、それは看護者が患

者に対して行うケアリングという意味で意義

が大きい。先行研究では教える側である実習

指導者や教員の学生に対するケアリングにつ

いて報告されているものが多く、教えられる

側の学生から実習指導者がどのようなケアリ

ングを受けているのかについて明らかにした

報告は見当たらない。研究者は、日々看護基

礎教育に携わる中で看護学生の臨地実習指導

にも関わっている。その中で研究者は、学生

の柔軟な発想や患者に対する真摯な関わりを

目の当たりにし、その場に共有できたことを

嬉しく思う感情やその学びに役立てている

実感を得ることがある。ケアリングを“根本

的な人間としてのニーズ”であると考えると、

学生はケアされる者としてだけ存在している

のではなく、教える側に対してもケアする者

として存在しているのではないだろうかと考

えた。

　以上のことより本研究では、看護学実習に

おいて実習指導者が学生からどのようなケア

リングを受けているのかまたその認識につい

て明らかにし、実習教育におけるケアリング

の在り様について考察していきたい。

Ⅱ．研究目的

　本研究の目的は、看護基礎教育における看

護学実習において、実習指導者と看護学生と

の相互関係の中で生じているケアリングの構

造について、実習指導者の捉えから明らかに

することとする。
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Ⅲ．研究の意義

　本研究結果により、実習指導者が学生から

のケアリングを意図的にフィードバックする

ことで、看護学生は教えられるだけの存在で

はなく相手の成長に役立っていると実感でき

るのではないかと考える。それは互いに学び

合う関係性への発展や実習指導者の指導に対

する意識を変える契機となる可能性があると

考える。

Ⅳ．研究方法

１．研究デザイン

　質的記述的研究デザイン（因子探索型）

２．用語の定義

１）ケアリング

　「ひとりの人格をケアするとはその人の成

長や自己実現を助けること」である7） とい

うMayeroffの主張や「ケアする者とケアされ

る者との相互性で成立し、ケアすることとケ

アされることは根本的な人間のニーズ」であ

る6）というNoddingsの言及をふまえて、『実

習指導に埋没する他者への関心や気遣いを基

盤とした行為』とした。

２）実習指導者

　看護学生が臨地実習を行う施設において学

生の指導を担当する実習指導者と任命された

看護師で、専任もしくは兼任で実習期間中に

学生指導を担う看護師とする。

３．研究協力者

　実習指導者は、看護実践を学生に伝えるこ

とができる力を有する者が担うため臨床経験

は問わない。しかし本研究においては、学生

との関係性の中でどのようなケアリングを受

けたのか、またその認識について言語化し、

表現できることが必要となるため、実習指導

経験は１年以上とする。また、実習指導に関

する教育を受けていることで学生との関係性

において認識できることにも差が生じると考

えられるため、看護協会主催もしくは病院内

プログラムによる実習指導者研修を終了して

いる者とする。

４．データ収集期間

　2019年６月～ 12月

５．研究協力者のリクルート方法

　研究者がアクセス可能なＡ市もしくはＡ市

近郊で、臨地実習の領域や学校数は問わずに

看護学実習を受け入れている病院を対象とし

た。実習施設の看護部長に研究趣旨等を記載

した文書を送付し、研究協力が得られる場合

は返信用葉書きにて返信を依頼した。看護部

長には候補となる看護師に強制力がかからな

い方法で研究依頼文を配布してもらい、候補

者が自由意志で研究説明要請の葉書を投函し

てもらうことで研究協力者をリクルートし

た。

６．倫理的配慮

　研究協力者に対しては、インタビュー開始

前に研究の目的や方法等について研究説明書

を用いて口頭で説明し、研究協力の意思を有

する際は同意書に署名をもらった。研究への

参加は自由意思であること、研究協力者の匿

名性を保持するため録音したデータは個人が

特定されないように記号化し処理すること、

途中で協力を拒否・辞退された場合は速やか

にデータを破棄するが、研究の進捗によって

はデータ破棄ができない可能性があること等

について十分に説明した。本研究は札幌保健

医療大学倫理審査委員会の承認を得て実施し

た（審査結果通知番号020001-2）。

７．データ収集方法

１）研究協力者の属性

　インタビューに先立ち、研究協力者の属性

として、年齢、職位、臨床経験年数、実習指



50

実習指導者と看護学生間におけるケアリングの構造　―第１報―

導経験年数、実習指導者研修の受講の有無、

実習指導体制（専任・兼任・その他）、年間

に指導する学生グループ数について紙面で回

答を得た。

２）半構成的インタビューの実施

　研究協力者の個人的な経験が語られるため

個室の準備を依頼し、プライバシーに配慮し

た。インタビューに要する時間は40 ～ 60分

程度と説明し、承諾を得て録音した。

　インタビューの実施にあたっては、研究テ

ーマである看護学生と実習指導者との相互関

係の中でなされているケアリングについて、

実習場面を想定してもらいながら自由に語っ

てもらえるようインタビューガイドを作成し

た。以下３点を中心に「実習中に学生から言

われた言葉や書かれた文章で印象に残ってい

ること」、「看護学実習の中で自身に対する学

生の態度や振る舞いで印象に残っているこ

と」、「実習指導を担当するなかで、学生の看

護実践により影響を受けたことや印象に残っ

ていること」について自由な語りを促しデー

タ収集を行った。

８．データ分析方法

　本研究では、実習指導者と看護学生が実習

指導で関わる過程でどのようなケアリングが

在るのか、実習指導者の捉えから明らかにす

ることを目的とした。本研究の対象は臨地実

習で学生指導を担っている実習指導者であ

り、実習指導の開始と同時に看護学生との社

会的相互作用は始まり、展開し、終わってい

くこととなる。その過程で生じていると仮定

するケアリングの構造を明らかにすることを

研究目的としており、修正版グラウンデッ

ド・セオリー・アプローチ（M-GTA）8）が分

析方法として適していると考えた。分析対象

者を『看護学実習をとおして看護学生と関わ

る実習指導を担う立場にある看護師』、分析

テーマを『看護学実習で学生と関わる中で実

習指導者が気づかされること』と設定した。

　録音したデータを逐語録に興した後、文章

または段落ごとに研究協力者が学生と関わる

中で気づかされることに着目して解釈しなが

らひとつずつ概念を生成した。概念間の関連

を解釈・検討しながらカテゴリを生成した。

Ⅴ．結果

１．研究協力者の概要

　研究協力者である実習指導者７名の概要は

次のとおりであった。年齢は27 ～ 48歳（平

均40.4歳）、臨床経験年数は５～ 23年（平均

17.1年）、実習指導経験年数は１～８年（平

均5.7年）、実習指導体制は専任２名、兼任は

５名、年間に指導する学生グループは３～

10グループ（平均7.7グループ） であった。

また、インタビュー時間は29 ～ 65分（平均

41.9分）だった。

２．ストーリーライン

　本研究では、10の概念と５つのカテゴリ

が生成された。概念およびカテゴリの関連に

基づいてストーリーラインと結果図を作成し

た。以下、＜　＞は概念、≪　≫はカテゴリ

を示す。

　看護学実習において、実習指導者は看護学

生と出会い、学生の看護実践をとおして対話

をはじめる。実習指導者は、学生との立場の

違いを認識しつつ実習指導者と学生の共通の

目標である患者への看護に、学生が向かうこ

とができるよう、安全な学びの環境を整え配

慮する。それに応じて学生の緊張が緩み本来

の力を発揮することができるような反応を得

て、＜学生への配慮がケアリング関係を形成

する＞ことにつながっていた。また、体験か

ら学ぶことを大切に学習の場を整え、すぐに

結果を求めることなく＜次につながる学生の

学びを信じて関わる＞ことで、≪学生が学生

のやり方で成長するのを助ける≫ことにつな

がっていた。

　さらに、≪学生の成長を支える対話≫をと
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おして、実習という限られた短い関わりの中

でも＜学生の学びの姿勢に動かされ＞実習指

導者として応答し、＜ケアされる人の反応を

捉え成長に寄与した実感をもつ＞ことにつな

がっていた。これらの側面は循環し、繰り返

されることで実習指導者としての自己実現に

近づいていた。

　実習で看護学生と関わることで、実習指導

に携わるひとりの看護者として＜看護実践で

大切にしてきた事柄を肯定される経験＞すな

わち≪ロールモデルとしての評価≫も受けて

いた。学生の看護が患者によい変化をもたら

す様と、実践の中で実習指導者の働きかけを

受け止めながら実践者として学生が成長する

二重のケアリングの中で、＜学生の看護実践

からケアの新たな側面に気づく＞経験をして

いた。さらに、＜学生の看護からケアの本質

を実感＞し≪ケアの本質に触れる経験≫をし

ていた。

　実習指導者と学生の立場の違いを感じながら

＜学生の患者と向き合う姿勢から自身を内省＞

する機会を得たり、一生懸命にやっても上手

くいかない経験や学生と患者が相互にケアし

ケアされる様から＜学生との対話をとおした

癒し＞を得たり、学生が捉えていることを否

定することなく＜事象の捉え方の違いに気づ

き取り込む＞ことをとおして≪ケアの本質の

再発見≫をしていた。これらのプロセスの中

で、実習指導者が学生の学びに専心的に関わ

ることで学生の輝く学びを受け取り、実習指

導者という側面に加え一人の看護者としての

自己実現も経験していた。

３． 実習指導者と看護学生間におけるケア

リングの構造

　結果図に沿って、実習指導者と看護学生と

の関係性の中で生じているケアリングをカテ

ゴリ、概念のそれぞれから説明する。概念を

生成する際にとくに重要と考えたデータの一

例も合わせて述べる。

１）実習指導者としての自己実現

　これは≪学生が学生のやり方で成長するの

を助ける≫、≪学生の成長を支える対話≫の

看護学生との出会い・対話

学生の看護実践からケアの新たな側面に気づく

学生の看護からケアの本質を実感

ケアの本質に触れる経験

次につながる学生の学びを信じて関わる

学生への配慮がケアリング関係を形成する

学 が学 のやり で成 するのを助ける

看護実践で大切にしてきた事柄を肯定される経験

ロールモデルとしての評価

学生との対話をとおした癒し

事象の捉え方の違いに気づき取り込む

学生の患者と向き合う姿勢から自身を内省

ケアの本質の再発見

学生の学びの姿勢に動かされる

ケアされる の反応を捉え成 に寄与した
実感をもつ

学 の成 を える対話

一人の看護者としての自己実現

実習指導者としての自己実現

学生とのケアリング的関係で生じるうごき 指導者の中で生じるうごき

図図11 結結果果図図：：実実習習指指導導者者とと看看護護学学生生間間ににおおけけるるケケアアリリンンググのの構構造造図１　結果図：実習指導者と看護学生間におけるケアリングの構造



52

実習指導者と看護学生間におけるケアリングの構造　―第１報―

カテゴリで構成された。

⑴　≪学生が学生のやり方で成長するのを助

ける≫

　このカテゴリを構成する概念は、＜次につ

ながる学生の学びを信じて関わる＞、＜学生

への配慮がケアリング関係を形成する＞であ

った。実習指導者は自身の学生時代の経験も

ふまえて、体験から学ぶことを大切にしてい

た。臨地実習での体験からの学びを保障する

べく学習の場を整え、結果が今すぐに現れな

いことも承知して学生の未来を見据えて次に

つながればよいという立場で関わっていた。

また、学習の場を整えることで学生の緊張の

緩みを感じ取り、学生が本来もっている力を

発揮できたことで関係性が構築できたという

感覚を得ていた。

①　＜次につながる学生の学びを信じて関わ

る＞

　この概念は、体験から学ぶ重要性を大切に

学習の場を整え、すぐに結果を求めることな

く今後の成長につながるように関わることを

表す。

　やらせてもらったことに満足している学生
さんもいるし、やった結果として、勉強には
なったけどこういうところが足りなかったっ
ていうところがわかったっていう学生さんも
いるし。でもそこは体験しないとわかんない
ことだと思うんで、どういう感じ方してもら
ってもいいと思うんですけど、体験したこと
が次につながることにはなるのかなと思って
いたので。（中略）最初のほうに来た実習だ
ったらその後の実習があるでしょうし。卒業
したらもちろん、看護師なり保健師なり助産
師なりっていう道に進むと思うので。その中
で何か、学生さんたちがいいって思ってもら
えるか、何か印象に残れば・・もちろん反面
教師でもいいんですけど、何かしらの影響が
あればいいと思ってます。（G）

②　＜学生への配慮がケアリング関係を形成

する＞

　この概念は、共通の目標である看護に向か

うことのできるよう安全な学びの環境を整え

配慮していることに、学生の緊張が緩み本来

の力を発揮する様から学生―指導者間の関係

が構築できたと感じることを表す。

⑵　≪学生の成長を支える対話≫

　このカテゴリは、＜学生の学びの姿勢に動

かされる＞、＜ケアされる人の反応を捉え成

長に寄与した実感をもつ＞の２つの概念から

構成された。実習指導者は実習指導で学生と

関わる機会の中で学生の学びの姿勢を目の当

たりにする。それに対して実習指導者として

の自分も何か応えたい、応えなくてはならな

いという思いを抱いていた。また、学生の学

びが広がることだけを願い関わる中で、実習

指導者が言いたいことを伝えるのではなく、

学生のことをよく見て考え、学生が何を欲し

ているのか、相手の成長にあった言葉や方法

で指導することで学生の反応を引き出すこと

ができたという実感を抱いていた。

①　＜学生の学びの姿勢に動かされる＞

　この概念は、学生の学びの姿勢を目の当た

りにして実習指導者として何か応えなくては

と思わされることを表す。

　自分で患者さんの自己学習を進めてきたり
とか。最初のときにはやってなかったものを
自分で考えて自分で自己学習してくるとか。
（中略）ベッドサイドに自分から行ってくれ
たりとか。（中略）まじめに取り組んでやっ
てるのかなぁって、それに関しては協力して
あげたいなぁって、評価してあげたいなぁと
思います。何もやる気がないよりは、何かそ
ういうふうにやる気を見せてくれたりとか、
何かやりたいって言ってくれたことに関して
は、見せてあげたいとかやらせてあげたいっ
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て思うし、（中略）何かしらのそういう反応
に対して自分ももちろん返してあげなきゃい
けないのかなって思います。（G）

②　＜ケアされる人の反応を捉え成長に寄与

した実感をもつ＞

　この概念は、学生の学びに専心的に関わる

なかでケアされる人の輝く学びを反応として

受け取り成長に関わった実感を持つことを表

す。

２）一人の看護者としての自己実現

　これは≪ケアの本質に触れる経験≫、≪ケ

アの本質の再発見≫、≪ロールモデルとして

の評価≫のカテゴリで構成された。

⑴　≪ケアの本質に触れる経験≫

　このカテゴリを構成する概念は、＜学生の

看護実践からケアの新たな側面に気づく＞、

＜学生の看護からケアの本質を実感＞であっ

た。実習指導者は学生の看護実践の場を共有

する。その過程で学生が学生自身のやり方で

成長する様を目の当たりにし、自らの看護実

践にはない気づきを得たり、自分の関わりで

学生自身が成長することを実感していた。

①　＜学生の看護実践からケアの新たな側面

に気づく＞ 

　この概念は、患者への看護実践を指導する

過程で学生が学生のやり方で成長するのを助

け、その中で自らの看護実践にはない新しい

学びや気づきを得ることを表す。 

　常に当たり前でやってることが学び直して
みて、あ～こういうことが根拠としてあって
こういうふうにやられてるっていうのを学び
直す機会に。あとは学生さんからこういう視
点もあるんだって。日々こう普通に淡々とや
っちゃってるっていうこともあるので（中
略）こういう視点もあるんだなっていうこと
が結構新鮮なときとかも。（中略）まだ学生

さんって学ぶ途中で患者さんの視点もあるの
で。こういうのもしていかなきゃなんないん
だなっていうのに気づくところとかもある。
（中略）何かいつも見てるところじゃないと
ころに気づくところが、あ、そういうのも考
えれるかって、たぶん気づかされるという
か、思う時がある。（F）

②　＜学生の看護からケアの本質を実感＞

　この概念は、学生の看護が患者によい変化

をもたらすとともに実践の中で指導者からの

働きかけを受け止めながら実践者として成長

していく二重のケアリングを感じていること

を表す。

　患者さんとのやり取りとか、学生さんが帰
った後に患者さんのところに行って、患者さ
んから直接言われた意見なんかを聞くといい
関わりしてるんだなぁと。それぞれの学生が
いるので、ずっとやり取りを見ている訳じゃ
ないんですけど、患者さんから、何か最近助
かってよかったと思うとか、そういう言葉を
聞くと・・・何ていうか・・。（中略）すご
くいい関わりをしてて、学生もチームの一員
だなって思ったんです。（B）

⑵　≪ケアの本質の再発見≫

　このカテゴリを構成する概念は、＜事象の

捉え方の違いに気づき取り込む＞、＜学生の

患者と向き合う姿勢から自身を内省＞、＜学

生の対話をとおした癒し＞であった。実習指

導者は学生の看護実践の場を共有する過程

で、学生との事象の捉え方の違いや自分自身

の気づいていなかった成長に気づかされてい

た。その反面、自分にはない学生の患者と向

き合う姿勢から自分自身を内省したり、学生

の一生懸命さ故の上手くいかない経験や思い

に触れて心が癒される経験をしていた。

①　＜事象の捉え方の違いに気づき取り込む＞

　この概念は、学生が感じていることと、自
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分自身が考える事象の捉えとの違いを感じ、

新たな気づきを否定することなく取り込み成

長することを表す。

　働いて14 ～ 5年になるので何か新鮮だなぁ
って学生さんたちの思ってることが。そんな
ふうに感じるんだ～って。自分はそんなふう
には全然思えないなぁって。思えないけど、
学生さんたちから見たら、その事象がそんな
ふうに見えるんだって（中略）。自分もそう
いうときがあったのかなとか（中略）、学生
さんと関わる機会ってプラスになる部分があ
ったなと思います。（G）

②　＜学生の患者と向き合う姿勢から自身を

内省＞

　この概念は、患者と真摯に向き合う学生の

姿勢から自分自身の看護実践を立ち止まって

振り返り内省する機会を得ることを表す。

　患者さんにすごいありがとうって言われて
泣いちゃった学生さんがいて、え、なんでそ
んなに泣いてるのって思ったら、患者さんに
手を握ってありがとうって言われたのが嬉し
かったって言っていて。最近、流されてて、
ただ業務をやっていて（中略）ちょっとのあ
りがとうとか、気持ちがだんだん擦り減って
いく中で、（中略）あ～すごい看護って素晴
らしいって、その気づきができたってその学
生さんは言っていて。そういう気持ち薄れて
るなぁっていうのを感じて。自分でもこう、
看護ってどんな感じなんだろうって、また考
え直す機会にもなって、考え直すきっかけっ
ていうか。（中略）学生さんと関わって新鮮
さを感じて、自分もちょっと考えなきゃだめ
だなって思ったりする。（F）

③　＜学生との対話をとおした癒し＞

　この概念は、一生懸命にやっていても上手

くいかない経験や学生と患者が相互にケアし

ケアされる直接的経験の対話をとおして学生

の思いに触れ心穏やかに癒されることを表

す。

　何て言うんですかね・・・純粋だなって思
いますね（笑）素直だなって思います。私た
ちにとってわりと当たり前ってことも、教科
書に書いてないこととかもたぶん、たぶんあ
る。やっている側は気づいてなくても、って
思ったら、こういうことも言わなきゃいけな
いっていうか、当たり前にやってたんだなっ
ていう、私が気づくっていうみたいな。あ、
それもわかんないんだなって。悪い意味じゃ
なく。言われてみれば、そっかわかんないよ
なっていう。（中略）聞きたいことだけ聞い
ちゃってやっぱりだめだったり、離れること
も大事だったりするじゃないですか。（中略）
私たちからすればそういう時間も大事で。そ
れは、やっぱ、わかんないんだなって思いま
した。（C）

⑶　≪ロールモデルとしての評価≫

　このカテゴリを構成する概念は、＜看護実

践で大切にしてきた事柄を肯定される経験＞

であった。

①　＜看護実践で大切にしてきた事柄を肯定

される経験＞

　この概念は、自分の価値観や看護実践とし

て伝えたことを肯定的に学生が受け取ってく

れたと感じ、実習指導者としての存在意義を

確認することを表す。

　嬉しかったとかやりがいを感じたのは、指
導したりとかお話した時に、すごく理解を示
してくれたりとか、私の言ったことがすごく
伝わって、わかってくれたりとか、実践して
くれたり、学生さんのほうからこうやって言
ってくれてすごくよくわかりました、ってい
うふうに言ってくれると、あ～よかったな、
説明してよかったな、言ってよかったってい
うふうに思いますね。（中略）助言があって
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こういうところがすごく理解できたとか、患
者さんのところで（中略）援助してるときに、
こうやったらいいよって言ったところがすご
く実践されていて、振り返りでも「こうやっ
て上手くいきました」とか・・・でしょうか。
（E）

Ⅵ．考察

　本研究の目的は、看護基礎教育における看

護学実習において、実習指導者と看護学生と

の相互関係の中で生じているケアリングの構

造について、実習指導者の捉えから明らかに

することであった。本研究結果より、実習指

導者の捉えから看護学生から受けるケアリン

グの構造として示されたことをふまえ、臨地

実習教育への示唆について検討していきたい。

１．実習指導者および一人の看護者としての

自己実現

　一人の人格をケアするとは、最も深い意味

でその人の成長や自己実現を助けることであ

ると述べられており7）、実習指導における実

習指導者は、学生の成長や自己実現を支援す

る立場として関わる。その過程で、実習指導

者はケアされる人の育つ様を目の当たりにす

ることでケアの本質を再発見したり、ケアの

本質に触れる経験をしていた。実習指導者

は、共通の目標のもと看護実践するひとりの

看護者として学生を捉え、看護者の立場で学

生と患者をケアし支えているという側面があ

った。そのような関わりの中で、学生の患者

へのケアリングを間近で見ることにより、看

護実践知としてのケアリングの意味に気づか

され、自身の看護実践を内省する機会となっ

ていた。ケアリングは単なる知識や技術では

なく「他者への思いや願い」を看護実践とし

て表現したもの9） とされている。実習指導

者は、学生の患者に向き合う姿勢や患者のこ

とだけを考えて関わる姿が真に患者によい変

化を与えるのを間近にみる中で、対象に専心

することを内省しケアの本質を考える機会と

なっていた。また、実習指導者の大切にして

いる看護について、言葉や言葉以外で学生に

伝えたことに対し、学生の応答からロールモ

デルとしての肯定的な評価も受けていた。

　実習指導者のケアする人という立場は変わ

ることがなく、学生は看護の学習者としてケ

アされる人である。しかし、実習指導者が実

習指導として関わるプロセスにおいて、学生

の学びに専心的に関わることで学生の輝く学

びを受け取り、実習指導者としての自己実現

に加え、一人の看護者としての自己実現も経

験していた。人を教え導くという関わりの中

での気づきが実習指導者の指導者としての成

長だけに留まらず、看護者としての成長をも

たらしていると考える。

　ケアリングには、自分自身の個人的な準拠

枠を踏み越えて、他の人の準拠枠に踏み込む

ことが含まれており、ケアするときは他の人

の観点や客観的な要求、その人が私たちに期

待しているものを考察する10）とされており、

この指摘は心的専心没頭がケアされる人に向

けたものであり、自分自身に対するものでは

ないことを意味する。本研究の結果より、実

習指導者は対話を繰り返す中で学生を理解

し、教え導く中で看護実践が変化せずともこ

の先の成長を信じて関わっており、その実習

指導者の姿勢が学生のやり方で成長するのを

支えることにつながっていたことが示され

た。実習指導者は、目の前にいる学生の未来

を見据え、自分の指導が学生の「今」に活か

されなくても今後につながることを期待して

指導していた。さらに、自分の指導したこと

が患者のケアに活きることでの「自分」の喜

びだけでなく、学生の未来に少なからず影響

を残せること、学生の将来に活かされること

を見据えた自己実現につながっているのでは

ないかと考える。

２．臨地実習教育への示唆

　看護基礎教育において、学生はケアする人
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としてどうあるべきかについての教育を受け

る。それは自分がケアする人として患者に関

わる上でどのような態度・姿勢・倫理的配慮

を身につけるかについて学ぶことを意味す

る。また、相手が患者の場合、自分がケアす

るだけでなく患者からもケアされているとい

う認識をもつことも多い。しかし、それは相

手が学生の場合はどうだろうか。本研究の結

果からは、実習指導者は臨地実習という場で

学生と出会い、実習指導者という役割を与え

られて学生の指導に携わっているが、学生の

患者と向き合う姿勢や態度を間近で見る経験

になり、ケアの本質に触れる経験やケアの本

質の再発見につながっていた。役割遂行とい

う形での出会いが、患者へのケアをとおして

実習指導者としての自己実現と一人の看護者

としての自己実現にもつながっていたと考え

る。

　看護学教育が行われる場やプロセスを考え

てみると、基礎教育を受けた学生は、卒業後

臨床で継続教育を受けながら自己研鑽し、一

人前になっていく。つまり教育を担うのは看

護教員だけでなく、現場の看護師ひとりひと

りであり、それらの相互作用であると言え

る。Bevisら11）は、自主性を育む専門職のカ

リキュラムとしての学習活動は、教師と学生

との対等な相互作用と学習者の積極的な参加

が求められると述べている。実習指導者の指

導する立場は揺るがないが、教え育てている

学生からもケアリングを受けていること、自

分自身を成長させてくれている存在であるこ

と、教えられているばかりの存在ではないこ

とを指導する側が理解して指導に携わること

で、よりよい相互関係を基盤とした発展的な

臨地実習での学びにつながるのではないかと

考える。

Ⅶ．結論

１． 看護学実習で学生と関わる実習指導者

は、患者へよりよい看護を実践するとい

う学生との共通の目標のもと学生からの

ケアリング的応答を受けて、実習指導者

としての自己実現だけでなく、一人の看

護者としての自己実現も経験していた。

２．実習指導者の指導する立場は揺るがない

が、教え育てている学生からもケアリン

グを受けていることや自己実現を助けて

くれる存在であることを理解して指導に

携わることで臨地実習での学びがより発

展的になる可能性がある。

Ⅷ．本研究の限界

　本研究はデータ収集の途中経過について報

告したものである。今後、継続的に比較分析

しながら理論的飽和を目指す。

　また、研究者がアプローチ可能な施設の実

習指導者を対象としたため、複数の教育機関

の実習の受け入れ、実習指導にかかわる学生

数や学年、実習指導領域、実習施設の看護基

礎教育に関する考え等の影響についての検討

が今後必要となり、研究結果の一般化に限界

があると考える。
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